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東南アジア地域研究研究所付属CIRAS センター
は、共同利用・共同研究拠点「地域情報資源の共有
化と相関型地域研究の推進拠点」として、地域研究
者コミュニティの協力参加のもと、世界の今日的課
題に地域横断的に取り組む研究プロジェクトである
「相関地域研究」、「地域情報学」、「災害対応の地域
研究」を実施している。これらの研究プロジェクト
の実施にあたっては、広い基盤に立った研究の進展
をはかるため、公募による共同研究や公開シンポジ
ウム・公開ワークショップなど学内外に広く開かれ
た研究システムを導入している。

2019年 2月 16日（土）に 2018年度共同利用・
共同研究報告会及び共同研究ワークショップ「地域
研究の新たな冒険－変動する社会を歴史の中で読み
解く」を開催した。 CIRAS センターでは 3つのプ
ロジェクトのもとで、国内外の地域研究機関と連携
して共同利用・共同研究を推進してきた。2018 年
度は各プロジェクトのもとに複合共同研究ユニット
と個別研究ユニットをツリー上に配置し、研究対象
となる地域や分野を超えた共同研究を実施した。報
告会では今年度で終了となる 12課題についての報
告が行われた。（図CIRASセンター共同利用共同研
究一覧）

特集 3　年次報告会　CIRAS

共同利用・共同研究拠点
「地域情報資源の共有化と相関型地域研究の推
進拠点」
村上　勇介
京都大学東南アジア地域研究研究所
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引き続き、CIRASセンター共同研究ワークショッ
プ「地域研究の新たな冒険－変動する社会を歴史の
中で読み解く」が行われた。ワークショップの概要
は下記の通り。

CIRAS センターが主宰するワークショップ「地
域研究の新たな冒険―変動する社会を歴史の中で読
み解く」を 2019年 2月 16日に開催した。近年の
学術行政の中では、教育・研究プログラムが整備さ
れ短期間で効率的に国際的な基準をクリアした研究
成果を継続的に出し続けることのできる体制が整え
られてきた。その一方で、いまだ標準化が困難で、
時間のかかる手作業によってはじめて生み出される
研究成果もまた存在する。中でも地域研究という営
みは、対象とする地域社会の多様性や歴史を反映し、
研究プロセスの標準化は特にむつかしい分野かもし
れない。本ワークショップでは、手間暇はかかるも
のの、地域研究ならではの研究成果の出し方を考え
ることを大きなテーマとしながら、今年度は、対象
とする地域の長期の歴史をどのように地域研究の現
代的な課題と関連づけているのかについて考えた。
いずれの発表でも、めまぐるしく変わる現代的課題
が、実は地域の歴史の中で繰り返し現れる現象の一
端であることや、大きな歴史的イベントも小さな事
象の積み重ねの中で理解できる点などが議論され、
大変興味深かった。次年度以降のワークショップに
もご期待ください。

話題提供

「マレーシアの政権交代―メディアと大衆」山本博之

「インドネシアの津波と内戦－信仰と共生」西芳実

「ベトナムの出稼ぎと農村経済－親密さと豊かさ」

柳澤雅之

コメンテーター：  岡田泰平（東京大学大学院総合文

化研究科）、三重野文晴

CIRAS  Website : https://ciras.cseas.kyoto-u.ac.jp


